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日
に
本
ほん
語

ご
能
のう
力
りょく
試

し
験
けん
の現

げん
在
ざい
と未

み
来
らい

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基

き
金
きん
日

に
本
ほん
語

ご
事

じ
業
ぎょう
部

ぶ
日

に
本
ほん
語

ご
試

し
験
けん
センター設

せつ
立
りつ
準
じゅん
備

び
室
しつ
次

じ
長
ちょう

金
かね
田

だ
泰
やす
明
あき

1．日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
の現

げん
在
ざい

2006年
ねん

12月
がつ

3日（日
にち

曜
よう

日
び
）に第

だい
23回

かい
目
め
の日

に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

が行
おこな

われました。中
ちゅう

国
ごく

で、タイで、カナダで、メキシコで、フランスで、ケニアで、あわせて47の国
くに

・
地
ち
域
いき

、147都
と
市
し
において、日

ひ
ごろの学

がく
習
しゅう

の成
せい

果
か
を試

ため
そうと、全

ぜん
部
ぶ
で43万

まん
7千

せん
人
にん

余
あま

りの学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が熱
ねっ

心
しん

に受
じゅ

験
けん

しました。
日
に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

は、1984年
ねん

に始
はじ

まりました。以
い
来
らい

、毎
まい

年
とし

12月
がつ

初
はじ

めの日
にち

曜
よう

日
び
に

全
ぜん

世
せ
界
かい

で一
いっ

斉
せい

に実
じっ

施
し
してきました。1984年

ねん
には、日

に
本
ほん

国
こく

内
ない

も含
ふく

めて、15か国
こく

、21
都
と
市
し
で実

じっ
施
し
し、約

やく
7千

せん
人
にん

の受
じゅ

験
けん

者
しゃ

がありました。それが、2006年
ねん

には、43万
まん

7千
せん

人
にん

余
あま

りの数
かず

となったわけです。現
げん

在
ざい

、1日
にち

に実
じっ

施
し
するテストとしては、世

せ
界
かい

最
さい

大
だい

規
き
模
ぼ

の試
し
験
けん

なのではないか、と思
おも

われます。これまで、受
じゅ

験
けん

者
しゃ

の数
かず

は、図
ず
1のグラフ

のように、どんどん伸
の
びてきています。

受
じゅ

験
けん

の目
もく

的
てき

は、自
じ
分
ぶん

のレベルを知
し
って今

こん
後
ご
の学

がく
習
しゅう

に役
やく

立
だ
てるため、といったもの

から、留
りゅう

学
がく

、就
しゅう

職
しょく

、会
かい

社
しゃ

での昇
しょう

給
きゅう

の判
はん

断
だん

材
ざい

料
りょう

と
するため、とさまざまです。
近
きん
年
ねん
、特

とく
にアジアで、就

しゅう
職
しょく

や昇
しょう

給
きゅう

のために受
じゅ

験
けん

する
人
ひと

たちが増
ふ
えていること

が、受
じゅ

験
けん

者
しゃ

の急
きゅう

増
ぞう

の原
げん

因
いん

だと思
おも

います。
国
くに

別
べつ

に受
じゅ

験
けん

者
しゃ

の多
おお

い順
じゅん

に見
み
ていくと、図

ず
2のように、中

ちゅう
国
ごく

、日
に
本
ほん

国
こく

内
ない

、韓
かん

国
こく

となっていて、東
ひがし

アジアの受
じゅ

験
けん

者
しゃ

が多
おお

いことがわかります。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が多
おお

いことに加
くわ

えて、就
しゅう

職
しょく

や昇
しょく

給
きゅう

のために
使
つか

うことが多
おお

くなってきたことが、受
じゅ

験
けん

者
しゃ

の多
おお

さに反
はん

映
えい

していると思
おも

います。
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図
ず
1 受

じゅ
験
けん
者
しゃ
数
すう
の推

すい
移
い

図
ず
2 国

くに
別
べつ
の受

じゅ
験
けん
者
しゃ
数
すう

みっか
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2

日
に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

を受
う
けている人

ひと
たちの年

ねん
齢
れい

構
こう

成
せい

はどの
ようになっているでしょうか。図

ず
3をご覧

らん
ください。

初
しょ

級
きゅう

レベルでは、やはり、世
せ
界
かい

の日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の7割
わり

近
ちか

く
を占

し
める10代

だい
の高

こう
校
こう

生
せい

ぐらいの年
ねん

齢
れい

の人
ひと

が多
おお

くを占
し
めて

いるのがわかると思
おも

います。2級
きゅう

、1級
きゅう

になりますと、20代
だい

前
ぜん

半
はん

、大
だい

学
がく

の3年
ねん

生
せい

、4年
ねん

生
せい

ぐらいが圧
あっ

倒
とう

的
てき

に多
おお

いことが
わかります。

日
に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

では、できるだけ多
おお

くの人
ひと

に受
じゅ

験
けん

する
機
き
会
かい

を提
てい

供
きょう

することに努
つと

めており、そのため、障
しょう

害
がい

のある
人
ひと

たちのための受
じゅ

験
けん

特
とく

別
べつ

措
そ
置
ち
を行

おこな
っています。2006年

ねん
に

は、視
し
覚
かく

障
しょう

害
がい

、聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

、運
うん

動
どう

障
しょう

害
がい

、学
がく

習
しゅう

障
しょう

害
がい

などの
障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たち95名
めい

に対
たい

して、障
しょう

害
がい

者
しゃ

教
きょう

育
いく

の専
せん

門
もん

家
か

とも相
そう

談
だん

して、さまざまな受
じゅ

験
けん

特
とく

別
べつ

措
そ
置
ち
を行

おこな
いました。

視
し
覚
かく

障
しょう

害
がい

の人
ひと

のための点
てん

字
じ
問
もん

題
だい

や、文
も
字
じ
を拡

かく
大
だい

した
問
もん

題
だい

による受
じゅ

験
けん

、聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

の人
ひと

のための科
か
目
もく

免
めん

除
じょ

、
別
べっ

室
しつ

受
じゅ

験
けん

や、必
ひつ

要
よう

な人
ひと

には聴
ちょう

解
かい

試
し
験
けん

の時
じ
間
かん

延
えん

長
ちょう

テープに
よる受

じゅ
験
けん

などの措
そ
置
ち
を行

おこな
っています。

2．日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
の未

み
来
らい

さて、日
に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

が始
はじ

まってからの20年
ねん

以
い

上
じょう

の
間
あいだ

に、応
おう

用
よう

言
げん

語
ご
学
がく

、日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

学
がく

、テスト理
り
論
ろん

の発
はっ

展
てん

が
あり、日

に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

のデータも十分
じゅうぶん

に蓄
ちく

積
せき

されてきま
した。私

わたし
たちは、これらの成

せい
果
か
を反

はん
映
えい

した試
し
験
けん

にしてい
く必

ひつ
要
よう

があると考
かんが

えています。また、海
かい

外
がい

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が
3級
きゅう

から2級
きゅう

に進
すす

むには、大
おお

きな困
こん

難
なん

と長
なが

い時
じ
間
かん

を必
ひつ

要
よう

と
する、このことを何

なん
とかしてほしい、実

じっ
際
さい

に社
しゃ

会
かい

で使
つか

う
ことができる日

に
本
ほん

語
ご
という観

かん
点
てん

からもう少
すこ

し運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

を
測
はか

るものにしてほしい、といった声
こえ

がありました。この
ため、現

げん
在
ざい

改
かい

定
てい

を行
おこな

っており､2009年
ねん

からは、新
あたら

しい日
に
本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

を実
じっ

施
し
したいと考

かんが
えています。この改

かい
定
てい

の
方
ほう

向
こう

性
せい

について、ご紹
しょう

介
かい

したいと思
おも

います。今
こん

回
かい

の
改
かい

定
てい

では、海
がい

外
がい

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が、スムーズに学
がく

習
しゅう

の階
かい

段
だん

を
上
あ
がっていくことができるようにレベルを調

ちょう
整
せい

すると
ともに、最

さい
新
しん

の学
がく

術
じゅつ

研
けん

究
きゅう

に基
もと

づいて、次
つぎ

のようなことの

実
じつ

現
げん

をめざしています。

① 課
か
題
だい
遂
すい
行
こう
能
のう
力
りょく
とそのためのコミュニケーション能

のう
力
りょく

を測
そく
定
てい
する試

し
験
けん
とする

「課
か
題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

とそのためのコミュニケーション能
のう

力
りょく

」
については、2001年

ねん
に発

はっ
表
ぴょう

された『外
がい

国
こく

語
ご
の学

がく
習
しゅう

、教
きょう

授
じゅ

、
評
ひょう

価
か
のためのヨーロッパ共

きょう
通
つう

参
さん

照
しょう

枠
わく

』注1）の「行
こう

動
どう

中
ちゅう

心
しん

主
しゅ

義
ぎ
」や、最

さい
近
きん

の各
かっ

国
こく

のスタンダードなどとも共
きょう

通
つう

す
る方

ほう
向
こう

性
せい

であると考
かんが

えます。実
じっ

際
さい

に社
しゃ

会
かい

で役
やく

立
だ
つ日

に
本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

を、更
さら

によりよく測
はか

る試
し
験
けん

とするよう、現
げん

在
ざい

研
けん

究
きゅう

を
重
かさ

ねています。

②「○○ができる（can-do statements）」による能
のう
力
りょく
基
き
準
じゅん

従
じゅう

来
らい

の能
のう

力
りょく

基
き

準
じゅん

は、漢
かん

字
じ
が何

なん
字
じ
、語

ご
彙
い
数
すう

がいくつ、
学
がく

習
しゅう

時
じ
間
かん

数
すう

が何
なん

時
じ
間
かん

で、「高
こう

度
ど
の／やや高

こう
度
ど
の／基

き
本
ほん

的
てき

な／初
しょ

歩
ほ
的
てき

な文
ぶん

法
ぽう

」といった記
き

述
じゅつ

により示
しめ

されていま
した。これを、受

じゅ
験
けん

者
しゃ

や、関
かん

係
けい

者
しゃ

にとって更
さら

に具
ぐ
体
たい

的
てき

で
わかりやすくするために、あるレベルに合

ごう
格
かく

すると、
実
じっ

際
さい

にはどういうことができるようになるのかを示
しめ

したい
と考

かんが
えています。そうすることによって、この試

し
験
けん

の
認
にん

定
てい

を受
う
けた人

ひと
が、実

じっ
際
さい

の社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

の中
なか

でどのような
ことができるかを示

しめ
すことができ、学

がっ
校
こう

や会
かい

社
しゃ

などに
入
はい

ったとき、どのようなことができるのか、推
すい

測
そく

ができる
ようになると考

かんが
えます。参

さん
考
こう

例
れい

として改
かい

定
てい

のためのアン
ケート調

ちょう
査
さ
を行

おこな
ったときの記

き
述
じゅつ

文
ぶん

の一
いち

部
ぶ
を次

つぎ
に示

しめ
し

ます。

表
ひょう
1 （能

のう
力
りょく
記
き
述
じゅつ
文
ぶん
「聞

き
く」の例

れい
）

③ 等
とう
化
か

等
とう

化
か
とは、試

し
験
けん

問
もん

題
だい

は毎
まい

回
かい

異
こと

なるが、同
おな

じ能
のう

力
りょく

の人
ひと

が
どの試

し
験
けん

を受
う
けても同

おな
じ点

てん
数
すう

が取
と
れるようにするという

ことで、TOEFLなどが行
おこな

っている方
ほう

式
しき

です。日
に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

では、上
うえ

の級
きゅう

の試
し
験
けん

でこの方
ほう

式
しき

を採
さい

用
よう

しようと
検
けん

討
とう

しています。これにより、より信
しん

頼
らい

性
せい

の高
たか

い試
し
験
けん

に
したいと考

かんが
えています。

注1）Council of Europe (2001). Common European Framework
of Reference for Languages: Learning, teaching, assess-
ment. Cambridge University Press

（日
に
本
ほん

語
ご
版
ばん

）吉
よし

島
じま

茂
しげる

／大
おお

橋
はし

理
り
枝
え
（他

ほか
）訳

やく
・編

へん
（2004）『外

がい

国
こく

語
ご

教
きょう

育
いく

II－外
がい

国
こく

語
ご
の学

がく
習
しゅう

、教
きょう

授
じゅ

、評
ひょう

価
か
のためのヨー

ロッパ共
きょう

通
つう

参
さん

照
しょう

枠
わく

』朝
あさ

日
ひ

出
しゅっ
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社
しゃ
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図
ず
3 受

じゅ
験
けん
者
しゃ
の年

ねん
齢
れい
構
こう
成
せい
（2005年

ねん
の分

ぶん
析
せき
資
し
料
りょう
による）

店
みせ
、郵

ゆう
便
びん
局
きょく
、銀

ぎん
行
こう
で、簡

かん
単
たん
な説

せつ
明
めい
を聞

き
いて、理

り
解
かい
できる。

家
か
庭
てい
で日

にち
常
じょう
的
てき
に使

つか
う電

でん
気
き
機
き
器
き
の使

つか
い方

かた
を聞

き
いて、理

り
解
かい
できる。

周
まわ
りでしているおしゃべりを聞

き
いて、話

わ
題
だい
がだいたい理

り
解
かい
できる。

職
しょく
場
ば
での母

ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
同
どう
士
し
の活

かっ
発
ぱつ
な会

かい
話
わ
を聞

き
いて、ついていける。

参
さん
加
か
しているディスカッションの要

よう
点
てん
を、理

り
解
かい
できる。



『日
に
本
ほん
語

ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』継

けい
続
ぞく
送
そう
付

ふ
希

き
望
ぼう
アンケート集

しゅう
計
けい
結
けっ
果

か

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』編

へん
集
しゅう
部
ぶ
が2006年

ねん
（54号

ごう
～56号

ごう
）に実

じっ
施
し
した継

けい
続
ぞく
送
そう
付
ふ
希
き
望
ぼう
アンケートには、

2593件
けん
の回

かい
答
とう
（回

かい
答
とう
率
りつ
20.2％）をいただきました。その集

しゅう
計
けい
結
けっ
果
か
の概

がい
要
よう
を報

ほう
告
こく
いたします。

3

1．引
ひ
き続

つづ
き『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』の郵

ゆう
送
そう
を希

き
望
ぼう
しますか。

97％が「はい」と回
かい

答
とう

し、引
ひ
き続

つづ
き郵送

ゆうそう
を希

き
望
ぼう

しま
した。郵送

ゆうそう
を続

つづ
ける場

ば
合
あい

は必
かなら

ずアンケートに回
かい

答
とう

しな
ければならなかったので、圧

あっ
倒
とう

的
てき

に郵送
ゆうそう

を希
き
望
ぼう

する
読
どく

者
しゃ

からの回
かい

答
とう

が多
おお

かったようです。

2．仕
し
事
ごと
場
ば
もしくは自

じ
宅
たく
でのインターネットの接

せつ
続
ぞく

状
じょう
況
きょう
(アクセス)について

それぞれ「できる」の回
かい

答
とう

が全
ぜん

体
たい

の4分
ぶん

の3以
い

上
じょう

でし
た。インターネットが世

せ
界
かい

的
てき

に広
ひろ

がっているのがわか
ります。一

いっ
方
ぽう

で、インターネット環
かん

境
きょう

がまだ整
ととの

ってい
ない読

どく
者
しゃ

に不
ふ
便
べん

を強
し
いることがないよう、郵

ゆう
送
そう

を続
つづ

けて
いこうと考

かんが
えています。

3．『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』のPDFを利

り
用
よう
したことはありますか。

「紙
かみ

を読
よ
むので利

り
用
よう
していない」の回

かい
答
とう

が37％、「知
し
らな

かった」の回
かい

答
とう

は32％もあり、合
あ
わせて約

やく
7割

わり
がPDFを

利
り
用
よう

していませんでした。今
こん

後
ご
はもっと多

おお
くの読

どく
者
しゃ

に
利
り
用
よう

されるよう、努
ど

力
りょく

していきたいと考
かんが

えています。

4．インターネットの『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』で、あれば

使
つか
いたいと思

おも
う項

こう
目
もく
は何

なん
ですか(複

ふく
数
すう
回
かい
答
とう
可
か
)。

「バックナンバーの記
き
事
じ
検
けん

索
さく

」機
き
能
のう

を望
のぞ

む声
こえ

が一
いち

番
ばん

多
おお

いことがわかりました。上
じょう

記
き
三
みっ

つの項
こう

目
もく

を含
ふく

め、
今
こん

回
かい

は『日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

通
つう

信
しん

』へのご意
い
見
けん

・ご要
よう

望
ぼう

を
いただけたので、今

こん
後
ご
の検

けん
討
とう

材
ざい

料
りょう

とさせていただきます。

★ 今
こん
後
ご
の発

はっ
行
こう
形
けい
態
たい
について ★

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』は、これまで海

かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を行

おこな
っている機

き
関
かん
と日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター、関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターで

研
けん
修
しゅう
した個

こ
人
じん
（希

き
望
ぼう
者
しゃ
）に無

む
料
りょう
で郵

ゆう
送
そう
していましたが、2007年

ねん
からは今

こん
回
かい
のアンケートに回

かい
答
とう
し、継

けい
続
ぞく
送
そう
付
ふ
を

希
き
望
ぼう
した読

どく
者
しゃ
のみへの郵

ゆう
送
そう
とし、それ以

い
外
がい
の読

どく
者
しゃ
にはウェブサイトの『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』をご利

り
用
よう
いただくことに

なりました。これからはアンケートでいただいたご意
い
見
けん
を踏

ふ
まえ、ウェブサイト限

げん
定
てい
記
き
事
じ
の他

ほか
にもさまざまな機

き
能
のう
を

追
つい
加
か
し、より使

つか
いやすいウェブサイト作

つく
りに取

と
り組

く
んでいきます。読

どく
者
しゃ
の皆

みな
様
さま
には、今

こん
後
ご
とも率

そっ
直
ちょく
なご意

い
見
けん
やご指

し
導
どう
を

よろしくお願
ねが
いいたします。アンケートへのご協

きょう
力
りょく
、どうもありがとうございました。

はい
97%

いいえ
3%

プリントアウト

メール

PDF

75%

80%

76%

25%

20%

24%

できる仕事場もしくは自宅で…… できない

いつも利用している
4%

知らなかった
32% 時々利用している

27%

紙を読むので利用していない
37%

1600

1400

1200

1000

800

600

400

200

0
記事検索 HTML メルマガ その他

1526

1179

722

135
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The First Step for Teaching Japanese
Teaching at the Beginner’s Level

4

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
阿
あ
部
べ
洋
よう
子
こ

初
しょ
級
きゅう
の教

おし
え方

かた

海
かい
外
がい
で活

かつ
躍
やく
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のみなさんから、よく「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を知

し
りたい」「すぐに使

つか
える授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を提

てい
供
きょう

してもらいたい」という要
よう
望
ぼう
をいただきます。

「日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ」のコーナーでは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が、日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
を学

まな
んだことのない

方
かた
に、「コースデザイン」や「読

どっ
解
かい
」「会

かい
話
わ
」「聴

ちょう
解
かい
」「評

ひょう
価
か
」などの基

き
本
ほん
的
てき
な教

きょう
授
じゅ
理
り
論
ろん
、教

きょう
授
じゅ
知
ち
識
しき
をわかりやすく解

かい
説
せつ

します。既
すで
に日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えている方

かた
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん
する基

き
礎
そ
固
がた
め、知

ち
識
しき
の再

さい
点
てん
検
けん
にお役

やく
立
だ
てください。

何
なに

をしているかを示
しめ

しました。

教
きょう

室
しつ

では、1教
きょう

師
し
が新

あたら
しい語

ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい

を導
どう

入
にゅう

し、
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

がそれを理
り
解
かい

します。そして、2学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が覚
おぼ

える
ための練

れん
習

しゅう
をします。覚

おぼ
えることができたら、3実

じっ
際
さい

の
場
ば
面
めん

で使
つか

えるようになるための練
れん

習
しゅう

をします。この三
みっ

つの
段
だん

階
かい

を導
どう

入
にゅう

・基
き
本
ほん

練
れん

習
しゅう

・応
おう

用
よう

練
れん

習
しゅう

と呼
よ
ぶことにします。

それぞれの段
だん

階
かい

について、教
きょう

師
し
と学

がく
習
しゅう

者
しゃ

の役
やく

割
わり

を確
かく

認
にん

しながら、少
すこ

しくわしく見
み
ていきましょう。

導
どう
入

にゅう
で行

おこな
う活

かつ
動
どう

初
しょ

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は、コミュニケーションに使
つか

えることば
（言

げん
語
ご
の知

ち
識
しき

）が少
すく

ないので、さまざまな場
ば
面
めん

でコミュニ
ケーションができるようになるために、多

おお
くの語

ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい

の意
い
味
み
と使

つか
い方

かた
を知

し
る必

ひつ
要
よう

があります。新
あたら

しく学
がく

習
しゅう

しな
ければならない項

こう
目
もく

が多
おお

いからといって、母
ぼ
語
ご
や媒

ばい
介
かい

語
ご
を

使
つか

って説
せつ

明
めい

する方
ほう

法
ほう

だけでなく、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に意
い
味
み
を推

すい
測
そく

させ
気
き
づかせる方

ほう
法
ほう

を取
と
り入

い
れるようにしましょう。自

じ
分
ぶん

で
気
き
づいたことは記

き
憶
おく

に残
のこ

りやすいですし、理
り
解
かい

するために
あれこれと考

かんが
えることが学

がく
習
しゅう

の方
ほう

法
ほう

を自
じ
分
ぶん

で作
つく

っていく

はじめに　
みなさんの学

がく
習
しゅう

者
しゃ

はどのような目
もく

的
てき

で日
に
本
ほん

語
ご
を学

がく
習
しゅう

していますか。目
もく

的
てき

によって、「何
なに

を」教
おし

えるかを考
かんが

え
る必

ひつ
要
よう

があります。みなさんは目
もく

的
てき

に合
あ
わせて「何

なに
を」

教
おし

えるかを考
かんが

えていますか。また、実
じっ

際
さい

に教
おし

えるときに
は、「どのように」教

おし
えるかも考

かんが
える必

ひつ
要
よう

があります。
「どのように」教

おし
えるかは、学

がく
習
しゅう

の目
もく

的
てき

によっても変
か
わり

ますし、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の年
ねん

齢
れい

や学
がく

習
しゅう

スタイルなどによっても
変
か
わるでしょう。
本
ほん

稿
こう

は、日
に
本
ほん

語
ご
でコミュニケーションができるよう

になることを目
もく

的
てき

にした初
しょ

級
きゅう

のコースを想
そう

定
てい

していま
す。そして、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

がどのように外
がい

国
こく

語
ご
を学

まな
んでいく

かという言
げん

語
ご
学
がく

習
しゅう

のプロセスをふまえた教
おし

え方
かた

の工
く
夫
ふう

を紹
しょう

介
かい

していきます。
コミュニケーションに必

ひつ
要
よう

な条
じょう

件
けん

や能
のう

力
りょく

については、
前
ぜん

回
かい

のこのコーナー「会
かい

話
わ
」で紹

しょう
介
かい

されたことをもとに
していますから、参

さん
照
しょう

してください。

言
げん
語
ご
学
がく
習
しゅう
のプロセスと授

じゅ
業
ぎょう
の流

なが
れ

人
ひと

がある言
げん

語
ご
形
けい

式
しき

（文
ぶん

型
けい

など）を学
がく

習
しゅう

し、実
じっ

際
さい

に
使
つか

えるようになる（習
しゅう

得
とく

する）ためには、簡
かん

単
たん

に示
しめ

すと
次
つぎ

のようなことを順
じゅん

番
ばん

にしていると考
かんが

えられます。

この言
げん

語
ご
学
がく

習
しゅう

のプロセスをふまえて、授
じゅ

業
ぎょう

の流
なが

れを
考
かんが

えると、図1のようになります。上
うえ

の段
だん

に学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が

1新
あたら
しい言

こと
葉
ば
に気

き
づき、どのような意

い
味
み
を表

あらわ
すのかが

わかる。

2その言
こと
葉
ば
の意

い
味
み
、文

ぶん
法
ぽう
規
き
則
そく
、使

つか
い方

かた
などを覚

おぼ
える。

3覚
おぼ
えたことを使

つか
って実

じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で目

もく
的
てき
を達

たっ
成
せい
する。

教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
： 学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に新

あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
を提

てい
示
じ
する。

形
かたち
（言

げん
語
ご
形
けい
式
しき
）と意

い
味
み
を理

り
解
かい
させる。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の役

やく
割
わり
：新

あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
に気

き
づく。

形
かたち
と意

い
味
み
がわかる。

図
ず
1 言

げん
語
ご
学
がく
習

しゅう
のプロセスをふまえた授

じゅ
業

ぎょう
の流

なが
れ

気
き
づく 覚

おぼ
える 使

つか
える

わかる

導
どう
入
にゅう

基
き
本
ほん
練
れん
習
しゅう

応
おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
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ことにつながるからです。
では新

あたら
しい文

ぶん
型
けい

を導
どう

入
にゅう

する方
ほう

法
ほう

を比
くら

べながら、
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に意
い
味
み
を推

すい
測
そく

させ気
き
づかせる導

どう
入

にゅう
がどのような

ものかを確
かく

認
にん

してみましょう。

aはどんな文
ぶん

型
けい

の導
どう

入
にゅう

にも使
つか

えますが、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に
意
い
味
み
を推

すい
測
そく

させ気
き
づかせることはできません。bの会

かい
話
わ
文
ぶん

を提
てい

示
じ
する方

ほう
法
ほう

は、新
あたら

しい文
ぶん

型
けい

が何
なん

であるかを気
き
づかせる

ことができます。cや dは、文
ぶん

型
けい

によって使
つか

える場
ば
合
あい

と
そうでない場

ば
合
あい

がありますが、文
ぶん

の意
い
味
み
を視

し
覚
かく

的
てき

な
イメージから推

すい
測
そく

させることができます。導
どう

入
にゅう

時
じ
に

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に意
い
味
み
を推

すい
測
そく

させようと思
おも

ったら、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が気
き
づくまで待

ま
つことも大

たい
切
せつ

です。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が考
かんが

える
時
じ
間
かん

を作
つく

るようにしてください。そして、理
り
解
かい

できたか
どうかを確

たし
かめることも教

きょう
師
し
の重

じゅう
要
よう

な役
やく

割
わり

です。

基
き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
で行

おこな
う活

かつ
動
どう

初
しょ

級
きゅう

の早
はや

い段
だん

階
かい

では、新
あたら

しい学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

が理
り
解
かい

できても、
発
はつ

音
おん

にも慣
な
れていませんし、文

も
字
じ
を読

よ
んだり書

か
いたり

するのにも時
じ
間
かん

がかかることが多
おお

いです。そのために
何
なん

度
ど
も繰

く
り返

かえ
し言

い
ったり書

か
いたりする練

れん
習
しゅう

が必
ひつ

要
よう

になります。その方
ほう

法
ほう

の一
ひと

つとして、教
きょう

師
し
の指

し
示
じ
に

従
したが

って単
たん

語
ご
や文

ぶん
を次

つぎつ々ぎ
と声

こえ
に出

だ
して言

い
う「パターンプラク

ティス」という練
れん

習
しゅう

方
ほう

法
ほう

があります。単
たん

語
ご
や文

ぶん
をその

まま繰
く
り返

かえ
す反

はん
復
ぷく

練
れん

習
しゅう

や、文
ぶん

の一
いち

部
ぶ
を他

ほか
の単

たん
語
ご
に替

か
える

代
だい

入
にゅう

練
れん

習
しゅう

、質
しつ

問
もん

に応
こた

える応
おう

答
とう

練
れん

習
しゅう

などがあります。
パターンプラクティスは、正

ただ
しい形

かたち
を覚

おぼ
えるための

機
き
械
かい

的
てき

な練
れん

習
しゅう

で、文
ぶん

の意
い
味
み
を考

かんが
えなくてもできます。

日
に
本
ほん

語
ご
でコミュニケーションができるようになるために

は、パターンプラクティスだけでは不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

です。自
じ
分
ぶん

が伝
つた

えたいことを表
ひょう

現
げん

してみる練
れん

習
しゅう

が必
ひつ

要
よう

です。基
き
本
ほん

練
れん

習
しゅう

の段
だん

階
かい

でも、ある程
てい

度
ど
すらすら言

い
えるようになった

ら、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に伝
つた

えたいことを考
かんが

えさせる練
れん

習
しゅう

を取
と
り

入
い
れるようにしましょう。次

つぎ
の例

れい
は「Vたらどうですか」

の練
れん

習
しゅう

ですが、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は自
じ
分
ぶん

で考
かんが

えた助
じょ

言
げん

を言
い
ってい

ます。

この練
れん

習
しゅう

では、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が「選
せん

択
たく

権
けん

」（第
だい

3回
かい

「会
かい

話
わ
」

参
さん

照
しょう

）を使
つか

っています。このように基
き
本
ほん

練
れん

習
しゅう

の段
だん

階
かい

でも
日
にち

常
じょう

的
てき

な場
ば
面
めん

を使
つか

って、コミュニケーションに必
ひつ

要
よう

な
条
じょう

件
けん

を取
と
り入

い
れた練

れん
習
しゅう

をすることができます。
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が意
い
味
み
を考

かんが
えてする練

れん
習
しゅう

は、「みんなの教
きょう

材
ざい

サイト」や「授
じゅ

業
ぎょう

のヒント」、市
し
販
はん

の教
きょう

室
しつ

活
かつ

動
どう

集
しゅう

などから
探
さが

すことができます。みなさんの学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に合
あ
わせて

探
さが

してみるとよいでしょう。

応
おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
で行

おこな
う活

かつ
動
どう

応
おう

用
よう

練
れん

習
しゅう

の段
だん

階
かい

では、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとって身
み
近
ぢか

で、将
しょう

来
らい

出
で
会
あ
う可

か
能
のう

性
せい

のある実
じっ

際
さい

のコミュニケーション場
ば
面
めん

を
想
そう

定
てい

して、具
ぐ
体
たい

的
てき

な状
じょう

況
きょう

や場
ば
面
めん

で習
なら

った語
ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい

を
使
つか

う練
れん

習
しゅう

を行
おこな

います。
会
かい

話
わ
の場

ば
合
あい

、場
ば
面
めん

や状
じょう

況
きょう

によって話
はな

す内
ない

容
よう

や表
ひょう

現
げん

を
決
き
めたり、適

てき
当
とう

な表
ひょう

現
げん

を使
つか

って会
かい

話
わ
を始

はじ
めたり終

お
わらせ

たり、相
あい

手
て
の反

はん
応
のう

によって話
はな

すことを変
か
えたりする

練
れん

習
しゅう

が必
ひつ

要
よう

です。第
だい

3回
かい

の「会
かい

話
わ
」のコーナーで紹

しょう
介
かい

された具
ぐ
体
たい

的
てき

な指
し
導
どう

法
ほう

が参
さん

考
こう

になります。
応
おう

用
よう

練
れん

習
しゅう

に読
どっ

解
かい

を取
と
り入

い
れることもあるでしょう。

その場
ば
合
あい

は、第
だい

2回
かい

「読
どっ

解
かい

」のコーナーで紹
しょう

介
かい

されたこと
を参

さん
考
こう

にしてください。

おわりに　
最
さい

後
ご
に、もう一

ひと
つ重

じゅう
要
よう

な教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

を紹
しょう

介
かい

します。
みなさんは、練

れん
習
しゅう

の段
だん

階
かい

で学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が適
てき

切
せつ

に言
い
えたら

「いいですね」と言
い
ったり、まちがえたときには直

なお
させ

たりしていることと思
おも

います。それをフィードバックと
言
い
います。初

しょ
級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は自
じ
分
ぶん

のアウトプット（＝
言
い
ったり書

か
いたりしたこと）に自

じ
信
しん

がありませんから、
教
きょう

師
し
の適

てき
切
せつ

なフィードバックがとても重
じゅう

要
よう

です。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に何
なに

ができて何
なに

ができていないかを知
し
らせるものだか

らです。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の反
はん

応
のう

をよく見
み
て、適

てき
切
せつ

なフィード
バックも忘

わす
れないでください。

日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

（2007）『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

シリーズ9
初
しょ

級
きゅう

を教
おし

える』ひつじ書
しょ

房
ぼう

小
こ

柳
やなぎ

かおる（2004）『日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し
のための新

あたら
しい言

げん
語
ご

習
しゅう

得
とく

概
がい

論
ろん

』
スリーエーネットワーク

三
み
牧
まき

陽
よう

子
こ
（1996）『日

に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

トレーニングマニュアル5日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

を理
り
解
かい

する本
ほん

実
じっ

践
せん

編
へん

』バベル・プレス

a. 黒
こく
板
ばん
に文

ぶん
型
けい
を書

か
いて、意

い
味
み
や使

つか
い方

かた
を母

ぼ
語
ご
で説

せつ
明
めい
する。

b. 文
ぶん
型
けい
が使

つか
われている会

かい
話
わ
文
ぶん
を提

てい
示
じ
して、説

せつ
明
めい
する。

c. 絵
え
や写

しゃ
真
しん
、ビデオなど場

ば
面
めん
や状

じょう
況
きょう
と合

あ
わせて提

てい
示
じ
する。

d. 動
どう
作
さ
や実

じつ
物
ぶつ
などを使

つか
って提

てい
示
じ
する。

教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
： 学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が新

あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
を覚

おぼ
えるよう

に練
れん
習
しゅう
させる。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の役

やく
割
わり
：新

あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
を覚

おぼ
える。

すらすら言
い
える・書

か
けるようになる。

教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
： 教

きょう
室
しつ
にコミュニケーションの場

ば
を設

せっ
定
てい

する。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の役

やく
割
わり
：日

に
本
ほん
語
ご
でコミュニケーションをする。

＜練
れん
習
しゅう
例
れい
＞

教
きょう
師
し
：頭

あたま
が痛

いた
いです。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
A：薬

くすり
を飲

の
んだらどうですか。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
B：少

すこ
し休

やす
んだらどうですか。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
C：うちに帰

かえ
ったらどうですか。
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みなさんは、日
に
本
ほん

語
ご
で自

じ
己
こ

紹
しょう

介
かい

をやったり聞
き
いたり

したことがあると思
おも

います。今
いま

まで、心
こころ

に残
のこ

る自
じ
己
こ

紹
しょう

介
かい

、いつまでも名
な
前
まえ

を忘
わす

れない自
じ
己
こ

紹
しょう

介
かい

はありました
か。それはどんなものですか。

◆ひと味
あじ
違
ちが
う自

じ
己

こ
紹
しょう
介
かい
（名

な
前
まえ
を覚

おぼ
えて

もらいましょう）
自
じ
分
ぶん

の名
な
前
まえ

を名
な
乗
の
るとき、日

に
本
ほん

人
じん

や自
じ
分
ぶん

の国
くに

以
い
外
がい

の
人
ひと

にどのように言
い
えば、名

な
前
まえ

を記
き
憶
おく

してもらえるで
しょうか。外

がい
国
こく

の人
ひと

の名
な
前
まえ

は覚
おぼ

えるのが大
たい

変
へん

ですね。
日
に
本
ほん

語
ご
を使

つか
って自

じ
己
こ

紹
しょう

介
かい

をする場
ば
合
あい

に、印
いん

象
しょう

づけて
相
あい

手
て
に覚

おぼ
えてもらえるいろいろな工

く
夫
ふう

をしてみましょう。
工
く
夫
ふう

するときのポイントは三
みっ

つあります。日
に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センターの研
けん

修
しゅう

参
さん

加
か

者
しゃ

の実
じっ

際
さい

の例
れい

とともに紹
しょう

介
かい

します。

1） 文
も
字
じ
による工

く
夫
ふう

日
に
本
ほん

語
ご
は漢

かん
字
じ
と仮

か
名
な
があるので、文

も
字
じ
で印

いん
象

しょう
づける

工
く
夫
ふう

もよく行
おこな

われます。日
に
本
ほん

人
じん

同
どう

士
し
の自

じ
己
こ

紹
しょう

介
かい

でも、
「三

さん
本
ぼん

がわの川
かわ

口
ぐち

です」などと言
い
って、「河

かわ
口
ぐち

」との
区
く
別
べつ

をすることもあります。それぞれの国
くに

の発
はつ

音
おん

に
近
ちか

い漢
かん

字
じ
の音

おと
をあてはめて、さらに、気

き
に入

い
った意

い
味
み

を持
も
つ漢

かん
字
じ
を選

えら
んで、日

に
本
ほん

語
ご
の漢

かん
字
じ
ネームを作

つく
って

みましょう。

2） 音
おん
声
せい
による工

く
夫
ふう

音
おと

と意
い
味
み
を組

く
み合

あ
わせると、だじゃれのような自

じ
己
こ

紹
しょう

介
かい

になります。だじゃれは、「廊
ろう
下
か
を走

はし
ろうか」

「席
せき
替
が
えするならこの席

せき
がええ」のような音

おと
遊
あそ

びです
が、それを名

な
前
まえ

でやると……。

3） エピソードによる工
く
夫
ふう

名
な
前
まえ

にまつわるいろいろなエピソードとともに紹
しょう

介
かい

する方
ほう

法
ほう

です。有
ゆう

名
めい

な人
ひと
や物

もの
、物

もの
語

がたり
などと関

かん
連
れん

させたり、
その国

くに
のことばでの名

な
前
まえ

の意
い
味
み
を紹

しょう
介
かい

したりする工
く
夫
ふう

です。

紹
しょう

介
かい

させていただいた研
けん

修
しゅう

参
さん

加
か
者
しゃ

のみなさん、
おもしろい自

じ
己
こ

紹
しょう

介
かい

をありがとうございました。
次
つぎ

に、「さよなら三
さん

角
かく

」ということば遊
あそ

びを紹
しょう

介
かい

しましょう。

◆さよなら三
さん
角
かく

「さよなら三
さん

角
かく

」という昔
むかし

ながらの遊
あそ

びがあります。
一
ひと

つのことばから連
れん

想
そう

することばをつなげて文
ぶん

を作
つく

っ
て、次

つぎ
にそのことばから連

れん
想
そう

することばでまた新
あたら

しい

みなさんは、自
じ
分
ぶん
の国

くに
のことばでも、日

に
本
ほん
語

ご

でも、ことばを使
つか
って遊

あそ
んだことがあり

ますか。今
こん
回
かい
は、日

に
本
ほん
語

ご
のことば遊

あそ
びを

授
じゅ
業
ぎょう
作
づく
りに生

い
かすアイディアを紹

しょう
介
かい
します。

目
もく
的
てき

日
に
本
ほん

語
ご
のことば遊

あそ
びを通

とお
して自

じ
分
ぶん

を表
ひょう

現
げん

する。

ことばで遊
あそ

びながら楽
たの

しく学
がく

習
しゅう

する。

学
がく
習

しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ

級
きゅう

後
こう

半
はん

～ 上
じょう

級
きゅう

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん

人
にん

でも

テーマ ことばで遊
あそ
ぼう

漢
かん
字
じ
ネーム例

れい
）

・ティム：茶
てぃ

夢
む
（アメリカ、音

おと
も漢

かん
字
じ
のイメージも、

温
あたた

かいですね。夢
ゆめ

のようにおいしいお茶
ちゃ

？）
・イボナ：伊

い
穂
ぼ
菜
な
（チェコ、菜

な
や穂

ほ
があると、やさしい

感
かん

じが出
で
ますね）

・テオ：貞
て
雄
お
（ブラジル、恋

こい
人
びと

との約
やく

束
そく

を守
まも

る男
おとこ

の人
ひと

と
いうイメージですね）

・すくすく育
そだ

つ、スクマンです。（ネパール）
・私

わたし
の名

な
前
まえ

は、ジャネルです。「じゃあ、寝
ね
る。」と覚

おぼ
え

てください。（オーストラリア）
・私

わたし
の名

な
前
まえ

は「彭
ほう

」です。「日
に
本
ほん

人
じん

は感
かん

心
しん

すると「ほ～」
と言

い
います。（中

ちゅう
国
ごく

）
・デートするとき、いつも遅

おそ
くなって恋

こい
人
びと

をいらいらさ
せる「イラ」です。（ロシア）

・バラのローズです。（カナダ）

・女
じょ

優
ゆう

のブリジッドバルドーと同
おな

じブリジッドです。
（フランス）

・トクジャンです。「トク」は「いっぱい」という意
い
味
み
、

「ジャン」は心
こころ

や魂
たましい

という意
い
味
み
、心

こころ
がいっぱいのトク

ジャンです。（カザフスタン）
・ヤサーです。「世

せ
界
かい

で有
ゆう

名
めい

」という意
い
味
み
があります。

それから「やさしい」のヤサです。（スリランカ）
・スジャータです。コーヒーに入

い
れるスジャータです。

日
に
本
ほん

では有
ゆう

名
めい

なので、すぐに覚
おぼ

えてもらえる名
な
前
まえ

です。（インド）
・ドラです。日

に
本
ほん

で有
ゆう

名
めい

なドラえもんのドラと覚
おぼ

えて
ください。（インドネシア）
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文
ぶん

を作
つく

るというように、どんどん文
ぶん

をつなげていく
ことば遊

あそ
びです。

時
じ
代
だい

によって地
ち
域
いき

によって、多
おお

くのバリエーション
がありますが、例

たと
えばこんな感

かん
じになります。

さよなら三
さん
角
かく

また来
き
て四

し
角
かく

四
し
角
かく
は豆

とう
腐
ふ
豆
とう
腐
ふ
は白

しろ
い

白
しろ
いはウサギ　ウサギは跳

は
ねる

跳
は
ねるはカエル　カエルは青

あお
い

青
あお
いは柳

やなぎ
柳

やなぎ
は揺

ゆ
れる

揺
ゆ
れるは幽

ゆう
霊
れい

幽
ゆう
霊
れい
は消

き
える

消
き
えるは電

でん
気
き
電
でん
気
き
は光

ひか
る

光
ひか
るは親父

お や じ
のはげ頭

あたま

一
ひと

つ一
ひと

つの文
ぶん

をリズムよく大
おお

きな声
こえ

で、クラスみんな
で読

よ
み上

あ
げると発

はつ
音
おん

やリズムの練
れん

習
しゅう

にもいいでしょう。
これだけの短

みじか
い文

ぶん
の集

あつ
まりですが、上

うえ
の例

れい
の中

なか
だけ

でも、例
たと

えば、豆
とう

腐
ふ
や幽

ゆう
霊
れい

など日
に
本
ほん

の文
ぶん

化
か
を紹

しょう
介
かい

する
材
ざい

料
りょう

が出
で
ていますし、カエルはどうして緑

みどり
じゃなくて

青
あお

なのかなど、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に考
かんが

えさせてみるのもいいかも
しれません。

また、初
しょ

級
きゅう

のクラスでは、習
なら

いたての名
めい

詞
し
や形

けい
容
よう

詞
し

を組
く
み合

あ
わせて、学

がく
習

しゅう
者
しゃ

に文
ぶん

を作
つく

らせる練
れん

習
しゅう

としても
応
おう

用
よう

できるでしょうし、中
ちゅう

級
きゅう

や上
じょう

級
きゅう

のクラスでは、
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が創
そう

造
ぞう

性
せい

を発
はっ

揮
き
するのにぴったりの活

かつ
動
どう

となる
でしょう。

－学
がく
習

しゅう
者
しゃ
に与

あた
える課

か
題
だい
－

「さよなら三
さん

角
かく

また来
き
て四

し
角
かく

」から始
はじ

めて、次
つぎ

に
「四

し
角
かく

」から連
れん

想
そう

することばが、テレビだったり窓
まど

だったり壁
かべ

だったりさいころだったりと、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に
よってさまざまなことを考

かんが
えることでしょう。

動
どう

詞
し
も既

すで
に勉

べん
強

きょう
したクラスでは、最

さい
後
ご
にはうまく

「光
ひか

るは親父
お や じ

のはげ頭
あたま

」につながるように指
し
導
どう

しま
しょう。できあがった作

さく
品
ひん

をみんなで見
み
比
くら

べてみると
楽
たの

しいでしょう。
ちなみに、2006年

ねん
度
ど

長
ちょう

期
き
研
けん

修
しゅう

のクラスでは、こんなに
長
なが

い大
たい

作
さく

を作
つく

ってくれた人
ひと

もいました。
みなさんのクラスでも試

ため
してみてはいかがですか。

さよなら三
さん
角
かく

また来
き
て四

し
角
かく

四
し
角
かく
は消

け
しゴム　消

け
しゴムは柔

やわ
らかい

柔
やわ
らかいは牛

ぎゅう
肉
にく

牛
ぎゅう
肉
にく
は高

たか
い

高
たか
いはダイヤモンド　ダイヤモンドはきれい

きれいは女
おんな

女
おんな
はメンドクサイ

メンドクサイは嫌
いや

嫌
いや
は気

き
分
ぶん
が悪

わる
い

気
き
分
ぶん
が悪

わる
いは喧

けん
嘩
か
喧
けん
嘩
か
は殴

なぐ
る

殴
なぐ
るは傷

きず
傷
きず
は痛

いた
い

痛
いた
いは泣

な
く　泣

な
くは子

こ
供
ども

子
こ
供
ども
は遊

あそ
び　遊

あそ
びは楽

たの
しい

楽
たの
しいはパーティー　パーティーは贅

ぜい
沢
たく

贅
ぜい
沢
たく
は駄

だ
目
め
駄
だ
目
め
は0点

てん

0点
てん
は不

ふ
合
ごう
格
かく

不
ふ
合
ごう
格
かく
は恥

は
ずかしい

恥
は
ずかしいは逃

に
げる　逃

に
げるは慌

あわ
てる

慌
あわ
てるは落

お
とす　落

お
とすはハート

ハートは割
わ
れる　割

わ
れるはガラス

ガラスはひらひら　ひらひらは光
ひか
る

光
ひか
るは親父

お や じ
のはげ頭

あたま

（ベトナム・ホーチミン市
し
のグェンティヒェップさんの作

さく
品
ひん

）

参
さん
考
こう
資
し
料
りょう

さよなら三
さん

角
かく

（みんなあつまれ！あそびのひろば）
http ://www001 .upp .so -net .ne . jp/asob inoh iroba/
page157.html

『中
ちゅう

級
きゅう

から上
じょう

級
きゅう

への日
に
本
ほん

語
ご
』The Japan Times 

ユニット1 ひと味
あじ

違
ちが

う自
じ
己
こ

紹
しょう

介
かい

『日
に
本
ほん

社
しゃ

会
かい

探
たん

検
けん

』スリーエーネットワーク　5課
か
だじゃれ

例
れい

）のように、連
れん

想
そう

することばをつなげて作
つく

ってみま
しょう。

さよなら三
さん
角
かく
また来

き
て四

し
角
かく

光
ひか
るは親

おや
父
じ
のはげ頭

あたま

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：有

あり
馬
ま

淳
じゅん

一
いち

、木
き
田
だ
真
ま
理
り
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し
）

読
どく

者
しゃ

のみなさんからのアイディア、成
せい

功
こう

例
れい

、失
しっ

敗
ぱい

談
だん

などぜひお寄
よ
せください。

授
じゅ
業

ぎょう
のヒント

例
れい
）

…
…

…
…



（文
も
字
じ
数
すう

）がレベルごとに制
せい

限
げん

されています。

レベル1は初
しょ

級
きゅう

前
ぜん

半
はん

で、語
ご
彙
い
数
すう

が350、一
いち

話
わ

400-1500字
じ
、レベル2は、初

しょ
級
きゅう

後
こう

半
はん

で、語
ご
彙
い
数
すう

500、一
いち

話
わ
の文

も
字
じ
数
すう

が1500-2500字
じ
、レベル3は

初
しょ

中
ちゅう

級
きゅう

ベルで、語
ご
彙
い
数
すう

800、一
いち

話
わ
の文

も
字
じ
数
すう

は

2500-5000字
じ
となっており、レベル4は中

ちゅう
級
きゅう

で、

語
ご
彙
い
数
すう

13000、一
いち

話
わ
の文

も
字
じ
数
すう

は5000-10000字
じ

となっています。すべてのレベルが通
つう

常
じょう

の漢
かん

字
じ

仮
か
名
な
混
ま
じりで書

か
かれ、漢

かん
字
じ
に振

ふ
り仮

がな
名
な
がついて

います。

▽楽
たの
しみながらたくさん読

よ
む

たくさん読
よ
むことによって、語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん

、

読
よ
む力

ちから
などを自

し
然
ぜん

に身
み
に付

つ
ける

ことができます。読
よ
むときには、

難
むずか

しい言
こと

葉
ば
が多

おお
すぎず、辞

じ
書
しょ

を引
ひ

かずに読
よ
んでわかるレベルの本

ほん

を選
えら

んで、どんどん読
よ

んでみま

しょう。読
よ
む前

まえ
に絵

え
を見

み
て、話

はなし
を

予
よ
測
そく

してから、読
よ
むのもいいで

しょう。初
はじ

めて読
よ
むときは、CDを

聞
き
きながら読

よ
み、その後

あと
で、もう

一
いち

度
ど
本
ほん

だけを読
よ
んだり、反

はん
対
たい

に、

朗
ろう

読
どく

だけ聞
き
いて楽

たの
しむこともで

きます。CDを使
つか

ってのシャドー

イングなど、他
ほか

にもいろいろな使
つか

い方
かた

ができるでしょう。

11

ハチの話（レベル1vol.1）表紙

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん
ばこ

Bookshelf : Introduction of New Titles

「日
に
本
ほん

語
ご
の教

きょう
材
ざい

や図
と
書
しょ

に関
かん

する新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

がほしい」という海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

方
がた

の声
こえ

をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん

出
しゅっ

版
ぱん

された日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

や参
さん

考
こう

書
しょ

を中
ちゅう

心
しん

に紹
しょう

介
かい

して

いきます。誌
し
面
めん

の制
せい

約
やく

上
じょう

、一
いっ

回
かい

に多
おお

くの本
ほん

を紹
しょう

介
かい

できませんが、「海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

にとって

使
つか

いやすい教
きょう

材
ざい

」「授
じゅ

業
ぎょう

や研
けん

究
きゅう

の役
やく

に立
た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ

・

資
し

料
りょう

」などを取
と
り上

あ
げます。

●データ●
NPO法

ほう
人
じん
日
に
本
ほん
語
ご
多
た
読
どく
研
けん
究

きゅう
会
かい
監
かん
修

しゅう
アスク

（〒162-8558 東
とう
京

きょう
都
と
新
しん
宿

じゅく
区
く
下
しも
宮
みや
比
び
町

ちょう
2-6）

TEL.03-3267-6864 FAX.03-3267-6867 URL.

www.ask-digi tal .co. jp/ 2006年
ねん
10月

がつ

978-4-87217-以
い
下
か
レベル1：624-7  レベル2：

625-4 レベル3：626-1 レベル4：627-8

全
ぜん
レベルA5判

ばん
5冊

さつ
組
くみ
レベル1・2：各

かく
24ページ、

レベル3：各
かく
32ページ、レベル4：各

かく
40ページ

全
ぜん
レベル2415円

えん
CD1枚

まい
付
つき

あるいは

以
い
下
か
のホームページから音

おん
声
せい
ダウンロード可

か
能
のう

URL. www.ask-digital.co.jp/tadoku/

76

5

4

3

21

▽初
しょ
級
きゅう
から読

よ
めるお話

はなし
の本

ほん

日
に
本
ほん

語
ご
を学

まな
ぶ初

しょ
級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が楽
たの
しんで読

よ
める

本
ほん

はこれまであまりありませんでした。これは、

楽
たの

しく本
ほん

を読
よ
みたいと思

おも
っている初

しょ
級
きゅう

から

中
ちゅう

級
きゅう

の人
ひと

のためのお話
はなし

を集
あつ

めたシリーズで

す。このシリーズは四
よっ

つのレベルに分
わ
かれて

おり、各
かく

レベルにいろいろなジャンルから5冊
さつ

ずつの読
よ
み物

もの
が集

あつ
められています。例

たと
えば、

「浦
うら

島
しま

太
た
郎
ろう

」「桃
もも

太
た
郎
ろう

」などの昔
むかし

話
ばなし

、芥
あくた

川
がわ

龍
りゅう

之
の
介
すけ

の「蜘
く
蛛
も
の糸

いと
」などの名

めい
作
さく

や、小
こ

泉
いずみ

八
や
雲
くも

の「むじな」「雪
ゆき

女
おんな

」などの怖
こわ

い話
はなし

、ハチ公
こう

として知
し
られる犬

いぬ
の実

じつ
話
わ
「ハチの話

はなし
」、原

げん
爆
ばく

症
しょう

で亡
な
くなった永

なが
井
い
隆
たかし

の伝
でん

記
き
など、思

おも
わず引

ひ
き

込
こ
まれて読

よ
んでしまうような興

きょう
味
み
深
ぶか

い話
はなし

が集
あつ

め

られています。カラーの挿
さ
し絵

え
がたくさん

あり、やや難
むずか

しい語
ご
彙
い
・ 表

ひょう
現
げん

があっても、

前
ぜん

後
ご
の文

ぶん
脈
みゃく

や挿
さ
し絵

え
から意

い
味
み
を推

すい
測
そく

するこ

とができます。また、お話
はなし

の朗
ろう

読
どく

を収
おさ

めたCD

が各
かく

レベルに1枚
まい

ずつ付
つ
いていて、耳

みみ
からも日

に
本
ほん

語
ご
を吸

きゅう
収
しゅう

できます。

▽4段
だん
階
かい
のレベル

このシリーズは、語
ご
彙
い
と文

ぶん
型
けい

、一
いち

話
わ
の長

なが
さ

P.19 P.18

※データ凡
はん
例
れい

著
ちょ
者
しゃ

出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

刊
かん
行
こう
年
ねん
月
げつ

ISBN 判
はん
型
けい
・ページ数

すう
定
てい
価
か

その他
た

7654321

楽
たの
しく読

よ
んで日

に
本
ほん
語
ご
が学

まな
べる

『レベル別
べつ
日

に
本
ほん
語

ご
多

た
読
どく
ライブラリー』
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新
しん
刊
かん
教

きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹

しょう
介
かい

日
に
本
ほん
語
ご
の機

き
能
のう
や会

かい
話
わ
の場

ば
面
めん
がわかりやすい

『マンガで学
まな
ぶ日

に
本
ほん
語

ご
会
かい
話

わ
術
じゅつ
』

●データ●
金
かね
子
こ
史
し
朗
ろう

アルク（〒168-8611 東
とう
京

きょう
都
と

杉
すぎ
並
なみ
区
く
永
えい
福
ふく
2-54-12）TEL.03-3323-5514

FAX.03-3323-2201 URL. www.alc.co.jp/

2006年
ねん
10月

がつ
978 -4 -7574 -1108 -1

A4判
ばん
167ページ　 2520円

えん
CD1枚

まい
付
つき

765

43

21

本
ほん

書
しょ

は初
しょ

級
きゅう

後
こう

半
はん

から中
ちゅう

級
きゅう

までの学
がく

習
しゅう

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

に作られた日
に
本
ほん

語
ご
の会

かい
話
わ

術
じゅつ

を学
まな

ぶ

ための教
きょう

材
ざい

です。マンガを使
つか

って、日
に
本
ほん

語
ご
の

機
き
能
のう

や会
かい

話
わ
の場

ば
面
めん

をわかりやすく提
てい

示
じ
して

いることが特
とく

徴
ちょう

と言
い
えるでしょう。

本
ほん

書
しょ

は二
ふた

つのPartから構
こう

成
せい

されています

が、Par t１「こんなときに日
に
本
ほん

語
ご
でどう

話
はな

すか」は日
に
本
ほん

語
ご
の機

き
能
のう

別
べつ

テーマになって

います。Part2「こんな場
ば
面
めん

で日
に
本
ほん

語
ご
でどう

話
はな

すか」は会
かい

話
わ
の場

ば
面
めん

別
べつ

テーマになって

います。各
かく

Partはさらに12のテーマに分
わ
かれ、

それぞれが「マンガ」「解
かい

説
せつ

」「練
れん

習
しゅう

」「さらに

会
かい

話
わ

術
じゅつ

アップ＋α 情
じょう

報
ほう

」ないし「コラム」

で構
こう

成
せい

されています。

Part１で取
と
り上

あ
げられた「たずねる」と

いうテーマを見
み
てみましょう。

まず、「聞
き
き返

かえ
す」と「意

い
味
み
を聞

き
く」を

テーマとする二
ふた

つのマンガがあります。二
ふた

つの

マンガは連
れん

続
ぞく

したストーリーになっており、

マンガの台詞
せ り ふ

に、学
がく

習
しゅう

する表
ひょう

現
げん

が使
つか

われて

います。

次
つぎ

に、マンガに出
で
てくる表

ひょう
現
げん

についての

解
かい

説
せつ

があり、解
かい

説
せつ

には英
えい

語
ご
の訳

やく
もついて

います。

また、学
がく

習
しゅう

する項
こう

目
もく

につ

いての練
れん

習
しゅう

もあります。言
こと

葉
ば
の形

かたち
の練

れん
習
しゅう

からスピーチま

でさまざまなタイプの練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

が用
よう

意
い
されています。そ

の解
かい

答
とう

及
およ

び解
かい

答
とう

例
れい

は巻
かん

末
まつ

に

あります。

「さらに会
かい

話
わ

術
じゅつ

アップ＋α

情
じょう

報
ほう

」では会
かい

話
わ
をスムーズに

進
すす

めるための注
ちゅう

意
い
点
てん

やヒン

ト、便
びん

利
り
な表

ひょう
現
げん

などが追
つい

加
か

情
じょう

報
ほう

として載
の
っています。

Part２には「日
に
本
ほん
をもっと

よく知
し
るコラム」

があります。習
しゅう

慣
かん

、マナー、物
もの

などの文
ぶん

化
か

情
じょう

報
ほう

がイラストと一
いっ

緒
しょ

に提
てい

示
じ
されて

います。

付
ふ
属
ぞく

のCDにはマンガの台詞
せ り ふ

がすべて収
しゅう

録
ろく

されています。

「わかる」から「できる」ための、聞
き
きながら話

はな
す練

れん
習
しゅう

『シャドーイング　日
に
本
ほん
語

ご
を話

はな
そう！　初

しょ
～中

ちゅう
級
きゅう
編
へん
』

●データ●
斎
さい
藤
とう
仁
ひと
志
し
他
ほか

くろしお出
しゅっ
版
ぱん
（〒112-0002

東
とう
京

きょう
都
と
文
ぶん
京

きょう
区
く
小
こ
石
いし
川
かわ
3-16-5）TEL.03-5684-

3389 FAX.03-5684-4762 URL. www.9640.jp/

2006年
ねん
9月

がつ
978 - 4 - 8 7424 - 3 54 - 1

A5判
ばん

138ページ　 1470円
えん

CD1枚
まい
付
つき

765

43
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シャドーイングとは、耳
みみ

から聞
き
こえてくる

ことばを、ほぼ同
どう

時
じ
に声

こえ
に出

だ
してくり返

かえ
す

練
れん

習
しゅう

です。流
なが

れてくる音
おん

声
せい

のすぐ後
あと

を「影
かげ

」

のように追
お
いかけるので、シャドーイングと

言
い
います。通

つう
訳
やく

の訓
くん

練
れん

法
ほう

の一
ひと

つですが、最
さい

近
きん

では、外
がい

国
こく

語
ご
教
きょう

育
いく

にも効
こう

果
か
が期

き
待
たい

され、応
おう

用
よう

され始
はじ

めています。この教
きょう

材
ざい

は、日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

において、おそらく初
はじ

めてシャドーイングを

全
ぜん

面
めん

的
てき

に応
おう

用
よう

したものでしょう。

わかっているつもりでも、言
い
いたいことが、

すぐに、なめらかに出
で
てこないことがあります。

ことばには（スポーツや乗
の
り物

もの
の操

そう
縦
じゅう

のように）

体
からだ

で覚
おぼ

える、つまり、「できる」ための訓
くん

練
れん

が

必
ひつ

要
よう

です。シャドーイングはその一
ひと

つの

可
か

能
のう

性
せい

であり、プロソディ感
かん

覚
かく

の養
よう

成
せい

を

通
つう

じて、聴
ちょう

解
かい

力
りょく

・会
かい

話
わ

力
りょく

を高
たか

めるという

効
こう

果
か
が期

き
待
たい

されています。

本
ほん

書
しょ

は五
いつ

つのユニットで構
こう

成
せい

されていて、

はじめの三
みっ

つが日
に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

の3・4級
きゅう

、

残
のこ

りの二
ふた

つが2級
きゅう

レベルです。

各
かく

ユニットは７～10のセクションから成
な
って

いて、全
ぜん

部
ぶ
で42セクションあります。

一
ひと

つのセクションには、

1、2往
おう

復
ふく

の日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ
が10ずつ

ありますが、場
ば
面
めん

や状
じょう

況
きょう

は

会
かい

話
わ
ごとに異

こと
なっています。

（反
はん

対
たい

のページには英
えい

語
ご

・

中
ちゅう

国
ごく
語
ご
・韓

かん
国
こく
語
ご
の対

たい
訳
やく
が付

つ
いて

います）

会
かい

話
わ
のスタイル（フォーマル/

カジュアル/混
こん

用
よう

）はアイコン

によって、テキスト中
ちゅう

に示
しめ
され

ています。

本
ほん

書
しょ

を授
じゅ

業
ぎょう

で使
し
用
よう

する場
ば
合
あい

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が聞
き
く前

まえ
に内

ない
容
よう

を

理
り
解
かい
しておくことや、

一
いち

日
にち

の練
れん

習
しゅう

時
じ
間
かん

を

10分
ふん

程
てい

度
ど
にすること

など、使
し
用
よう
法
ほう
に注

ちゅう
意
い

するとともに、教
きょう

師
し

がシャドーイングの効
こう

果
か
や方

ほう
法
ほう

についての

簡
かん

単
たん

な知
ち
識
しき

をもっていることが大
たい

切
せつ

でしょう。

P.24 P.25

P.48 P.49
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新
しん
刊
かん
教

きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹

しょう
介
かい

初
しょ
級
きゅう
から、短

たん
時
じ
間
かん
で効

こう
率
りつ
よく、楽

たの
しく漢

かん
字
じ
運
うん
用
よう
力
りょく
をつける

『Write Now! Kanji for Beginners』

●データ●
向
むか
井
い
留
る
美
み
子
こ

他
ほか

スリーエーネット

ワーク（〒101-0064 東
とう
京

きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町

ちょう

2 - 6 - 3 松
しょう
栄
えい
ビル）TEL . 0 3 - 3 292 - 5 751

FAX.03-3292-6195 URL. www.3anet.co.jp/

2006年
ねん
10月

がつ
978 -4 -88319 -404 -9

B5判
ばん
229ページ　 1995円

えん
65

43

21

本
ほん

書
しょ

は、初
しょ

級
きゅう

の非
ひ
漢
かん

字
じ
圏
けん

の日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が

興
きょう

味
み
を持

も
って達

たっ
成
せい

感
かん

を味
あじ

わいながら、漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

を続
つづ

けられるように作
つく

られた教
きょう

材
ざい

です。

本
ほん

書
しょ

は、Step1とStep２の2部
ぶ
に分

わ
かれて

います。Step１（1課
か
～11課

か
）では、日

に
本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

出
しゅつ

題
だい

基
き
準
じゅん

4級
きゅう

を含
ふく

む全
ぜん

漢
かん

字
じ
167字

じ
を、

Step2（12課
か
～21課

か
）では、同

どう
3級

きゅう
を含

ふく
む全

ぜん
漢
かん

字
じ

156字
じ
を学

がく
習
しゅう

できます。

各
かく

課
か
の構

こう
成
せい

は、次
つぎ

のとおりです。まず、

①「表
ひょう

紙
し
のページ」では、その課

か
で提

てい
出
しゅつ

される

漢
かん

字
じ
を使

つか
った漢

かん
字
じ
仮
か
名
な
混
ま
じり文

ぶん
を提

てい
示
じ
し、

最
さい

終
しゅう

目
もく

標
ひょう

（文
ぶん

の読
よ
み書

か
きができる）を明

めい
確
かく

化
か

しています。次
つぎ

に、②「たしかめましょう」

では、その課
か
で学

まな
ぶ漢

かん
字
じ
で構

こう
成
せい

された漢
かん

字
じ
語
ご

が絵
え
で示

しめ
されており、語

ご
を基

き
本
ほん

として、各
かく

漢
かん

字
じ

の意
い
味
み
と書

か
き順

じゅん
の練

れん
習
しゅう

ができるようになって

います。③「やってみよう」では、応
おう

用
よう

練
れん

習
しゅう

として、クイズ形
けい

式
しき

で漢
かん

字
じ
語
ご
と意

い
味
み
を関

かん
連
れん

づけたり、文
ぶん

を書
か
く練

れん
習
しゅう

ができるように

なっています。

その他
た
、各

かく
課
か
によって「Guess」、「これは

大
たい

切
せつ

」、「町
まち

の漢
かん

字
じ
」があり

ます。「Guess」では、漢
かん

字
じ
を

絵
え
と結

むす
びつけ、その課

か
で学

がく
習
しゅう

する漢
かん

字
じ
の意

い
味
み
をイメージで

きるようにしています。「これ

は大
たい

切
せつ

」では、漢
かん

字
じ
の読

よ
み方

かた

（音
おん

読
よ
み・訓

くん
読
よ
み）や、書

か
き方

かた
、

送
おく

り仮
か
名
な
のルールなどを解

かい
説
せつ

しています。最
さい

後
ご
に、「町

まち
の

漢
かん

字
じ
」では、町

まち
で見

み
られる

標
ひょう

識
しき

の漢
かん

字
じ
を写

しゃ
真
しん

で示
しめ

し、

その課
か
で学

まな
んだ漢

かん
字
じ
と結

むす
び

つけるようにしています。授
じゅ

業
ぎょう

で応
おう

用
よう

する場
ば
合
あい

は 、 学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に

関
かん

連
れん

する漢
かん

字
じ
を

見
み
つけさせたり、

各
かく

自
じ
が見

み
つけた

漢
かん

字
じ

を 教
きょう

室
しつ

で

共
きょう

有
ゆう

しながら漢
かん

字
じ
学
がく

習
しゅう

を広
ひろ

げていくことも

できるでしょう。

「あっさり味
あじ
」「さっぱり味

あじ
」、さて、その味

あじ
の違

ちが
いは？

『「擬
ぎ
音
おん
語

ご
・擬

ぎ
態
たい
語

ご
」使

つか
い分

わ
け帳

ちょう
』

●データ●
山
やま
口
ぐち
仲
なか
美
み
、佐

さ
藤
とう
有
ゆ
紀
き

山
さん
海
かい
堂
どう
（〒113-8430

東
とう
京

きょう
都
と
文
ぶん
京

きょう
区
く
本
ほん
郷
ごう
5-5-18）TEL.03-3816-1617

FAX.03-3816-1619 URL.www.sankaido.co.jp/

2006年
ねん
11月

がつ
978 -4 -381 -08627 -3

B6判
ばん
183ページ　 1050円

えん
65

43

21

「わくわく」したり「どきどき」したり、

「いらいら」したり「むかむか」したり、

「ぐっすり」寝
ね
たり「すやすや」寝

ね
たり、

日
に
本
ほん

語
ご
にはたくさんの擬

ぎ
音
おん

語
ご
や擬

ぎ
態
たい

語
ご
が

あります。みなさんは、使
つか

い分
わ
けや意

い
味
み
の

違
ちが

いがうまく説
せつ

明
めい

できるでしょうか。

本
ほん

書
しょ

は、なかなかうまく説
せつ

明
めい

できない

「擬
ぎ
音
おん

語
ご
・擬

ぎ
態
たい

語
ご
」の使

つか
い分

わ
け練

れん
習
しゅう

帳
ちょう

です。

まず、1ページ目
め
で似

に
ている二

ふた
つの擬

ぎ
音
おん

語
ご
・

擬
ぎ
態
たい

語
ご
の意

い
味
み
の違

ちが
いを、具

ぐ
体
たい

的
てき

な場
ば
面
めん

を

設
せっ

定
てい

して読
どく

者
しゃ

に考
かんが

えさせます。そして、

2 ページ目
め

はその解
かい

答
とう

ページで、二
ふた

つの

擬
ぎ
音
おん

語
ご
・擬

ぎ
態
たい

語
ご
の意

い
味
み
の違

ちが
いがわかりやすく

説
せつ

明
めい

されています。全
ぜん

部
ぶ
で190の擬

ぎ
音
おん

語
ご
・

擬
ぎ
態
たい

語
ご
が扱

あつか
われています。

本
ほん

書
しょ

は 次
つぎ

の 5 章
しょう

か ら な っ て い ま す 。

① 「美
お

味
い

しさ」を表
あらわ

す擬
ぎ

音
おん

語
ご

・擬
ぎ

態
たい

語
ご

、

②「人
ひと

の感
かん

情
じょう

」「人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

」を表
あらわ

す擬
ぎ
音
おん

語
ご
・

擬
ぎ
態
たい

語
ご
、③「人

ひと
の行

こう
動
どう

」を表
あらわ

す擬
ぎ
音
おん

語
ご
・

擬
ぎ
態
たい

語
ご
、④「物

もの
の様

よう
子
す
や音

おと
」を表

あらわ
す擬

ぎ
音
おん

語
ご
・

擬
ぎ
態
たい

語
ご
、そして、⑤短

たん
歌
か
や俳

はい
句
く
に登

とう
場
じょう

する

擬
ぎ
音
おん

語
ご
・擬

ぎ
態
たい

語
ご
です。興

きょう
味
み
のある章

しょう
から

意
い
味
み
の違

ちが
いを自

じ
分
ぶん

で考
かんが

えながら読
よ
み進

すす
める

ことができます。

著
ちょ

者
しゃ

は、なぜ擬
ぎ
音
おん

語
ご
・擬

ぎ
態
たい

語
ご
にしぼって

本
ほん

書
しょ

を 書
か

い た か に つ い て 、 次
つぎ

の よ う に

述
の
べています。「擬

ぎ
音
おん

語
ご
・擬

ぎ
態
たい

語
ご
は、普

ふ
通
つう

の

言
こと

葉
ば
と違

ちが
って、発

はつ
音
おん

が意
い
味
み
に直

ちょっ
結
けつ

しています。

『どきどき』という発
はつ

音
おん

そのものが、心
しん

臓
ぞう

の

鼓
こ
動
どう

を写
うつ

しています。……（中
ちゅう

略
りゃく

）……

こういう語
ご
群
ぐん

で意
い
味
み
の違

ちが
いを考

かんが
えるという

ことは、日
に
本
ほん

語
ご
の音

おと
と意

い
味
み
に対

たい
する感

かん
性
せい

を

磨
みが

くのに最
さい

適
てき

なのです。それは、言
こと

葉
ば
を

的
てき

確
かく

に使
つか

っていくのに役
やく

立
だ
つ言

げん
語
ご
感
かん

覚
かく

を

育
そだ

てます。」

本
ほん

書
しょ

を読
よ
みながら、みなさんも言

げん
語
ご
感
かん

覚
かく

を

磨
みが

いてみてはいかがでしょうか。

P.11～13は国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

の以
い
下
か
の日

に
本
ほん

語
ご
専
せん

任
にん

講
こう

師
し
が図

と
書
しょ

を選
えら

び、分
ぶん

担
たん

して紹
しょう

介
かい

文
ぶん

を執
しっ

筆
ぴつ

しました。

向
むか

井
い
園
その

子
こ
、王

おう
崇
すう

梁
りょう

、生
いく

田
た

守
まもる

、金
きむ

孝
ひょ

卿
ぎゅん

、木
き
谷
たに

直
なお

之
ゆき

（執
しっ

筆
ぴつ

順
じゅん

）

P.11

P.28 P.29
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今
こん

回
かい

と次
じ
回
かい

は、文
ぶん

をとらえる上
うえ

で非
ひ

常
じょう

に重
じゅう

要
よう

な、
そして、役

やく
に立

た
つポイントについて、考

かんが
えたいと思

おも
い

ます。
それは、その文

ぶん
が「現

げん
象
しょう

を描
えが

いている文
ぶん

」なのか、
それとも、「話

はな
し手

て
の判

はん
断
だん

を表
あらわ

している文
ぶん

」なのか、
それとも、相

あい
手
て
（聞

き
き手

て
）に対

たい
して「働

はたら
きかけをして

いる文
ぶん

」なのかということです。次
つぎ

の（1）～（3）の
文
ぶん

において、話
はな

し手
て
がどういうとらえ方

かた
で話

はな
しているか

を考
かんが

えてください。

わかりましたか。
答
こた

えは、（1）－3、（2）－2、（3）－1になります。
（1）は「子

こ
供
ども

が遊
あそ

んでいる」状
じょう

況
きょう

をそのまま述
の
べて

いるので、「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」の文
ぶん

と言
い
います。（2）は、良

よ
い

か悪
わる

いか、どう思
おも

うかなどの、話
はな

し手
て
の判

はん
断
だん

を述
の
べて

いるので「判
はん

断
だん

」の文
ぶん

、（3）は「遊
あそ

んできなさい」と相
あい

手
て

に働
はたら

きかけているので「働
はたら

きかけ」の文
ぶん

と言
い
います。

角
つの

田
だ
（2006）は複

ふく
文
ぶん

（「～たら」「～ために」などの
従
じゅう

属
ぞく

節
せつ

を伴
ともな

った文
ぶん

）を取
と
り上

あ
げ、「現

げん
象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」「判
はん

断
だん

」
「働

はたら
きかけ」の文

ぶん
にはどういうものがあるか、次

つぎ
のよう

な例
れい

を挙
あ
げています。

現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
のレベル：主

しゅ
節
せつ
が実

じっ
際
さい
に起

お
きた現

げん
象
しょう
、今

いま
ある

現
げん
象
しょう
、あるいは習

しゅう
慣
かん
的
てき
に起

お
こる

現
げん
象
しょう
。

判
はん
断
だん
のレベル：主

しゅ
節
せつ
が話

わ
者
しゃ
の判

はん
断
だん
を表

あらわ
す。

（義
ぎ
務
む
、免

めん
除
じょ
、許

きょ
可
か
、推

すい
測
そく
、後

こう
悔
かい
、感

かん
情
じょう
、

願
がん
望
ぼう
、意

い
思
し
、警

けい
告
こく
など）

働
はたら
きかけのレベル： 主

しゅ
節
せつ
が話

わ
者
しゃ
から相

あい
手
て
への働

はたら
きかけ

を表
あらわ
す。

どのような文
ぶん

が「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」「判
はん

断
だん

」「働
はたら

きかけ」に
なるのか、だいたいわかりましたか。

この三
みっ

つのとらえ方
かた

がわかると、今
いま

までわからなかった
ことがいろいろ見

み
えてきます。例

たと
えば、物

もの
がどこに

あるのか、人
ひと

や動
どう

物
ぶつ

がどこにいるのかを表
あらわ

す「存
そん

在
ざい

文
ぶん

」
がありますね。存

そん
在
ざい

文
ぶん

にはどうして次
つぎ

のabのような
二
ふた

つの言
い
い方

かた
があるのでしょうか。

また、次
つぎ

の「として」と「としては」の違
ちが

いは何
なん

でしょうか。

また、日
に
本
ほん

語
ご
には同

おな
じような意

い
味
み
を表

あらわ
す類

るい
義
ぎ

表
ひょう

現
げん

が
多
おお

くあります。条
じょう

件
けん

を表
あらわ

す「～と・～ば・～たら」、
また、理

り
由
ゆう

を表
あらわ

す「～から・～ので・～ために」などの
違
ちが

いは何
なん

なのでしょうか。

「現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
・判

はん
断
だん
・働

はたら
きかけ」（1）

通
つう
信
しん
で習

なら
った項

こう
目
もく
：「は」と「が」、他

た
動
どう
詞
し
・自

じ
動
どう
詞
し
、受

うけ
身
み
、やりもらい、～てきた、～ていく、～ている、

～てある、～ために、～ように、～たら、～と、～て ～なくて／ないで、現
げん
象

しょう
描

びょう
写
しゃ
・判

はん
断
だん
・働

はたら
きかけ

（4）雨
あめ

が降
ふ
ったために、地

じ
面
めん

が濡
ぬ
れている。

（5）このボタンを押
お
すと切

きっ
符
ぷ
が出

で
る。

（6）よく勉
べん

強
きょう

したにもかかわらず、試
し
験
けん

に落
お
ちた。

（7）午
ご
後
ご
は暑

あつ
くなるので、泳

およ
ぎに行

い
くつもりだ。

（8）宿
しゅく

題
だい

を出
だ
せば、掃

そう
除
じ
をしなくてもよい。

（9）けがをしたが、試
し
合
あい

に出
しゅつ

場
じょう

したい。

（10）暗
くら

くなったから帰
かえ

ろう。
（11）仕

し
事
ごと

が終
お
わったら、はやく帰

かえ
りなさい。

（12）勉
べん

強
きょう

しているのに邪
じゃ

魔
ま
するな。

（13）a．部
へ
屋
や
の中

なか
にねこがいます。

b．ねこは部
へ
屋
や
の中

なか
にいます。

（14）a．山
やま

川
かわ

さんは政
せい

治
じ
家
か
として活

かつ
躍
やく

している。
b. 山

やま
川
かわ

さんは政
せい

治
じ
家
か
としてはあまり有

ゆう
能
のう

では
ない。

問
もん
題
だい
１：（1）～（3）の文

ぶん
は1～3のどれに当

あ
たるか

選
えら

んでください。
（1）公

こう
園
えん

で子
こ
供
ども

達
たち

が元
げん

気
き
に遊

あそ
んでいる。（ ）

（2）元
げん

気
き
に遊

あそ
んでいる子

こ
供
ども

達
たち

を見
み

るのは、気
き

持
も

ちが
いい。（ ）

（3）テレビばかり見
み
ていないで、公

こう
園
えん

で遊
あそ

んできな
さい。（ ）

1 子
こ
供
ども

に対
たい

して働
はたら

きかけをしている。
2 遊

あそ
んでいる子

こ
供
ども

を見
み

ることに対
たい

して、判
はん

断
だん

や
評
ひょう

価
か
をしている。

3 子
こ
供
ども

が遊
あそ

んでいる状
じょう

況
きょう

を描
えが

いている。
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文法
ぶんぽう
を楽

たの
しく !!

これらのことは、「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」「判
はん

断
だん

」「働
はたら

きかけ」
という三

みっ
つのとらえ方

かた
で、かなりの部

ぶ
分
ぶん

、疑
ぎ
問
もん

を解
かい

決
けつ

することができます。

（13）のaは、「ねこ」のいる状
じょう

況
きょう

や、事
じ
実
じつ

・現
げん

象
しょう

を
ありのままに描

えが
いていますから、「現

げん
象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」ととら
えることができます。bは「ねこ」についての話

はな
し手

て
の

判
はん

断
だん

・説
せつ

明
めい

ですから、「判
はん

断
だん

」の文
ぶん

ととらえることがで
きます。（14）のaは、山

やま
川
かわ

さんの状
じょう

況
きょう

をそのまま
描
えが

いているので「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」、bは「山
やま

川
かわ

さん」につい
ての話

はな
し手

て
の評

ひょう
価
か
ですから「判

はん
断
だん

」と理
り
解
かい

するこ
とができます。話

はな
し手

て
が判

はん
断
だん

をまじえず、単
たん

に「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」しているのか、話
はな

し手
て
の判

はん
断
だん

・ 評
ひょう

価
か
が入

はい
って

いるのかによって、（13）（14）はaとbに分
わ
けられてい

るのです。

では次
つぎ

に、条
じょう

件
けん
「～と・～ば・～たら」について考

かんが
えて

みましょう。次
つぎ

の1～18の文
ぶん

は「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」「判
はん

断
だん

」
「働

はたら
きかけ」のいずれかを表

あらわ
すように作

つく
られていますが、

文
ぶん

として適
てき

切
せつ

かどうか考
かんが

えてください。

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：市
いち

川
かわ

保
やす

子
こ
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター客
きゃく

員
いん

講
こう

師
し
）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

や質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。「ヤスコの日
に
本
ほん

語
ご
ハウス」という個

こ
人
じん

のホームページを開
ひら

いています。
英
えい

語
ご
の翻

ほん
訳
やく

も付
つ
いていますので、ぜひ活

かつ
用
よう

してください。ホームページのアドレスは、http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htmです。

問
もん
題
だい
2：次

つぎ
のそれぞれの文

ぶん
が適

てき
切
せつ

なら○、不
ふ
適
てき

切
せつ

なら×、
どちらとも言

い
えない場

ば
合
あい

は？を、（ ）の中
なか

に入
い
れて

ください。

「と」 現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

1. （ ）春
はる

になると、花
はな

が咲
さ
く。

2. （ ）このボタンを押
お
すと、電

でん
気
き
がつく。

「と」 判
はん
断
だん

3. （ ）急
いそ

ぐと、間
ま
に合

あ
うだろう。

4. （ ）お金
かね

を借
か
りると、返

かえ
さなければならない。

「と」 働
はたら
きかけ

5. （ ）彼
かれ

が戻
もど

ってくると、出
で
かけよう。

6. （ ）向
む
こうに着

つ
くと、電

でん
話
わ
をください。

○や？が付
つ
けられましたか。

では、今
いま

行
おこな

った判
はん

定
てい

をもとに、次
つぎ

の表
ひょう

を完
かん

成
せい

させて
ください。それぞれのマスの中

なか
に、みなさんの総

そう
合
ごう

的
てき

な
判
はん

断
だん

としての○×？を入
い
れてください。例

たと
えば、「～たら」

が現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

で使
つか

われると思
おも

ったら○、使
つか

われないと
判
はん

断
だん

した場
ば
合
あい

は×というふうにです。非
ひ

常
じょう

によく使
つか

われる
と思

おも
ったときには◎を入

い
れても結

けっ
構
こう

です。

ちなみに、私
わたし

自
じ
身
しん

の判
はん

定
てい

の結
けっ

果
か
を下

した
に示

しめ
しておきます。

みなさんの結
けっ

果
か
と似

に
ていますか。それとも、かなり違

ちが
いますか。

これについての解
かい

説
せつ

と、理
り
由
ゆう

を表
あらわ

す「～から・～ので・
～ために」のとらえ方

かた
については次

じ
回
かい

に行
おこな

いたいと思
おも

い
ます。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

角
つの

田
だ
三
み
枝
え
（2006）「「接

せつ
連
れん

接
せつ

とモダリティの階
かい

層
そう

」と
その応

おう
用
よう

」日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

vol.25

現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

判
はん
断
だん

働
はたら
きかけ

と ◎ ○ ×

ば ○ ◎ ？

たら ？ ○ ◎

現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

判
はん
断
だん

働
はたら
きかけ

と

ば

たら

「ば」 現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

7. （ ）春
はる

になれば、花
はな

が咲
さ
く。

8. （ ）このボタンを押
お
せば、電

でん
気
き
がつく。

「ば」 判
はん
断
だん

9. （ ）急
いそ

げば、間
ま
に合

あ
うだろう。

10.（ ）お金
かね

を借
か
りれば、返

かえ
さなければならない。

「ば」 働
はたら
きかけ

11.（ ）彼
かれ

が戻
もど

ってくれば、出
で
かけよう。

12.（ ）向
む
こうに着

つ
けば、電

でん
話
わ
をください。

「たら」 現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

13.（ ）春
はる

になったら、花
はな

が咲
さ
く。

14.（ ）このボタンを押
お
したら、電

でん
気
き
がつく。

「たら」 判
はん
断
だん

15.（ ）急
いそ

いだら、間
ま
に合

あ
うだろう。

16.（ ）お金
かね

を借
か
りたら、返

かえ
さなければならない。

「たら」 働
はたら
きかけ

17.（ ）彼
かれ

が戻
もど

ってきたら、出
で
かけよう。

18.（ ）向
む
こうに着

つ
いたら、電

でん
話
わ
をください。
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Nippon Report
Are Japanese young people polite?

このコーナーでは、関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの日

に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
に参

さん
加
か
している

研
けん
修
しゅう
生
せい
が研

けん
修
しゅう
を通

とお
して発

はっ
見
けん
したNipponについてリポートします。

「日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

訪
ほう

日
にち

研
けん

修
しゅう

（大
だい

学
がく

生
せい

・冬
とう

季
き
）」のシリアのハザールさん、イランのセピデ

さん、ブラジルのジオバーニさん（写
しゃ

真
しん

左
ひだり

から）は、「日
に
本
ほん

の若
わか

者
もの

は礼
れい

儀
ぎ
正
ただ

しい」という

イメージを持
も
っています。本

ほん
当
とう

かどうか調
しら

べるために、30代
だい

～70代
だい

の日
に
本
ほん

人
じん

（27人
にん

）に

「日
に
本
ほん

の若
わか

者
もの

についてどう思
おも

うか」インタビューしました。
日
に
本
ほん
人
じん
にインタビューしているところ▲

第
だい
８回

かい

日
に
本
ほん
の若

わか
者
もの
は礼

れい
儀

ぎ

正
ただ
しいですか

KC研
けん
修
しゅう
生
せい
の

（関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター）Nipponリポート

私
わたし

たちの国
くに

でも、「最
さい

近
きん

の若
わか

者
もの

はよくない」とよく言
い
われます。お年

とし
寄
よ
りの人

ひと
は若

わか
者
もの

に対
たい

してとても厳
きび

しい意
い
見
けん

を持
も
っています。どこの国

くに
でも同

おな
じかもしれませんね。

▽ 若
わか
者
もの
のマナーや若

わか
者
もの
の言

こと
葉
ば
についてもっと知

し
りたい人

ひと
は下

した
のURLを見

み
てください。

•ベネッセ教
きょう
育
いく
研
けん
究

きゅう
開
かい
発
はつ
センター モノグラフ・高

こう
校
こう
生
せい
Vol.55 1999年

ねん
（日

に
本
ほん
語
ご
）http://www.crn.or.jp/LIBRARY/KOU/VOL550/index.html

•若
わか
者
もの
用
よう
語
ご
・使

つか
ってる？辞

じ
典
てん
（日

に
本
ほん
語
ご
）http://www.tnk.gr.jp/young/word/
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【日
に
本
ほん
人
じん
にインタビューしました】

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：和泉
いずみ

元
もと

千
ち
春
はる

、廣
ひろ

利
かが

正
まさ

代
よ
〔関

かん
西
さい

国
こく

際
さい

センター日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

専
せん

門
もん

員
いん

〕、リポーター：3人
にん

の研
けん

修
しゅう

生
せい

日
に
本
ほん
の若

わか
者
もの
は行

ぎょう
儀
ぎ
が悪

わる
いと思

おも
いますか？ 「はい」22人

にん

「いいえ」3人
にん
、「どちらともいえない」2人

＜失
しつ
礼
れい
だと思

おも
う言

こと
葉
ば
＞

・ やばい（＝いい、おいしい、楽
たの
しい　など）

・ 超
ちょう
むかつく（＝とても腹

はら
が立

た
つ）

・ きもかわ（＝気
き
持
も
ち悪

わる
いがかわいい）

・ コピる（＝コピーする）

もう少
すこ
しくわしく聞

き
きました。

例
たと
えばどんな行

こう
動
どう
が、行

ぎょう
儀
ぎ
が悪

わる
いと思

おも
いますか？

電
でん
車
しゃ
の座

すわ
り方

かた
：例

れい
）席

せき
をゆずらない、電

でん
車
しゃ
の中

なか
で化

け
粧
しょう
をする

食
た
べ方

かた
：例

れい
）箸

はし
の使

つか
い方

かた
がおかしい、帽

ぼう
子
し
をかぶったまま食

た
べる

若
わか
者
もの
の言

こと
葉
ば
遣
づか
いは失

しつ
礼
れい
だと思

おも
いますか？

「はい」18名
めい

「時
ときど々き
失
しつ
礼
れい
だと思

おも
う」4人

にん
、「いいえ」5人

にん

電
でん

車
しゃ

の中
なか

で化
け

粧
しょう

をする
若
わか

い女
おんな

の人
ひと

を見
み
ました。

は ず か し く な い の で
しょうか？！

若
わか

者
もの

の言
こと

葉
ば
は少

すこ
しわかりにくいですが、短

みじか
くて

おもしろいですね！

特
とく

にお年
とし

寄
よ
りは、「歩

ある
きながら食

た
べる

と、作
つく

った人
ひと

に感
かん

謝
しゃ

していない感
かん

じが
する」と答

こた
えました。私

わたし
の国

くに
では、

歩
ある

きながら食
た
べるのは、悪

わる
いことでは

ありませんが･･･。

ふたり




